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研究の背景

大学において上位の GPAを収めることで学生は就職，進学双方において有利になる．
しかし，自分がよい成績を修めることができるかどうかはその科目を履修してみない
とわからない．さらには，大学における取得単位の組み合わせは膨大である．
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研究の目的

過去の卒業生の教学データに対して分析を行い，成績評価の予測を行い，高い GPA
を獲得できるように取得単位を推薦するとともに，全ての科目について良い成績がと
れるようにWeb 上から関連情報を推薦するようなシステムの開発を行う．
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進捗

進捗
滝沢のシステムが動くようになった．
データの取り扱い方について

システム
Windowsの方で作成したので，macの方で動かせるように環境を整え
ている．
また，教材作成の部分が 1科目分しか作成されていないため，それぞ
れの科目を作成している最中．
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データの取り扱い

データ
学生に関するデータは上記に挙げた以外にも多数存在する．
そのため，教学 IRとしてデータを取り扱うためにはデータの種類が
多い．
本研究では，学籍番号と成績データ（単位取得状況）を使用する．
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データの取り扱い

データの取り扱い
学籍番号と成績データは学外の人からしたら，あまり意味を持たない
データであるが，学内の人間の場合（学生，教員）これら 2つの情報
だけで個人を特定するのは容易になってしまう．
そのため，これらのデータをプライバシーデータとして扱う必要があ
り，どのようにプライバシーを保護するのかを検討する．
匿名化や暗号化などの手法を組み合わせて，個人情報の保護を行う．
また，将来的にはサーバー上で扱いたいため，サーバーを使用する際
にはアクセス制御などを用いる．
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データの取り扱い

匿名化
個人を特定可能な情報を削除または変更するデータ処理方法．
一般的には識別子（名前など）を削除し，準識別子（住所や年齢）を
汎化（平均値，グループ化）させることを示す．
本研究では，匿名化の 1つの手法である撹乱的手法の，ノイズ付加に
より個人情報の保護を行う．
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データの取り扱い

暗号化
データの内容を他人にはわからないようにするための方法．
元データに対して処理を行い，別のデータに変換する処理．
共通鍵暗号方式という手法を検討している．
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データの取り扱い

csvファイルの中身を暗号化することができる．
現在，復号化する際に文字化けが起きてしまっているので，修正中．
また，匿名化と暗号化の組み合わせについて考える．
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まとめ

まとめ
進捗報告を行った．

課題
システムの科目数を増やす．
データの取り扱いについては実際にデータをもらえないと意味がない
ので，データをもらえるようにする．
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